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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体と、
　前記筐体内に配置され、所定数毎にまとめて包装された包装貨幣の収納および繰出を同
一方向から行う複数の収納部と、
　前記筐体内での包装貨幣の移動について予め設定された条件が満たされたか否かを判断
する判断手段と、
　前記条件が満たされたと前記判断手段によって判断されたとき、前記収納部に収納され
た包装貨幣の収納順序を入れ替える入替手段と
を含むことを特徴とする、貨幣処理装置。
【請求項２】
　前記判断手段は、収納部毎に前記条件が満たされたか否かを判断することを特徴とする
、請求項１記載の貨幣処理装置。
【請求項３】
　前記入替手段は、収納部に収納された包装貨幣を全て繰り出して、繰り出した順に他の
空の収納部に収納することを特徴とする、請求項１または２記載の貨幣処理装置。
【請求項４】
　前記入替手段は、前記収納部に収納された包装貨幣を繰り出す繰出手段と、前記繰出手
段によって繰り出された包装貨幣を一時保留する保留手段と、前記保留手段に一時保留さ
れた包装貨幣を、前記繰出手段によって繰り出された順に元の収納部に収納する収納手段
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とを含むことを特徴とする、請求項１または２記載の貨幣処理装置。
【請求項５】
　前記判断手段は、空の収納部については、判断の対象外とすることを特徴とする、請求
項１～４のいずれかに記載の貨幣処理装置。
【請求項６】
　前記条件が満たされたと前記判断手段が判断したことに応じて、収納部に収納された包
装貨幣の収納順序を入れ替えるか否かを報知する報知手段と、
　包装貨幣の収納順序の入れ替えを指示する信号を受信する受信手段と
を含み、
　前記受信手段が前記信号を受信したことに応じて、前記入替手段は、包装貨幣の収納順
序を入れ替えることを特徴とする、請求項１～５のいずれかに記載の貨幣処理装置。
【請求項７】
　前記条件は、所定期間における前記収納部内の包装貨幣に対する精査処理の回数、前記
収納部内の包装貨幣を支持して移動する移動部材の所定期間における動作回数、所定期間
における前記移動部材の総移動距離、所定期間に前記収納部に収納された包装貨幣の数の
累積値、および、前記収納部における包装貨幣の滞在時間が、それぞれの閾値を超えるこ
との少なくとも一つ、またはこれらの組み合わせを含むことを特徴とする、請求項１～６
のいずれかに記載の貨幣処理装置。
【請求項８】
　所定数毎にまとめて包装された包装貨幣の収納および繰出を同一方向から行う複数の収
納部と、
　前記収納部に収納された包装貨幣の収納順序を入れ替える旨の指示を受け付ける指示受
付手段と、
　前記指示受付手段が前記指示を受け付けると、前記収納部に収納された包装貨幣の収納
順序を入れ替える入替手段と
を含むことを特徴とする、貨幣処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、貨幣の入出金を行うことができる貨幣処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、銀行等の金融機関で使用され、貨幣の入出金を行うことができる出納機等の
貨幣処理装置が知られている（たとえば、特許文献１参照）。
　特許文献１では、紙幣処理装置が提案されている。この紙幣処理装置は、紙幣束（所定
枚数毎にまとめられて帯封された紙幣の束）を積層状態で収納する収納部を複数備えてい
る。各収納部には、紙幣束の出入口が１つだけ設けられていて、この出入口を介して紙幣
束が収納されたり、繰り出されたりする。つまり、各収納部では、同一方向から紙幣束の
収納および繰出が行われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－１４１５９９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の紙幣処理装置では、各収納部内において、収納された順番が先の紙幣束は
、出入口から遠い側（奥側）に位置していて、収納された順番が後の紙幣束は、出入口に
近い側に位置している。この場合、出入口に近い側の紙幣束は、比較的早期に出金される
確率が高く、奥側の紙幣束は、出金される確率が低い。さらに、出金後に紙幣束が収納部
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に補充されると、当該紙幣束が出入口に近い側に収納されることから、元から奥側にあっ
た紙幣は、ずっと奥側にあって、なかなか出金されず、収納部内に留まる時間が長くなる
。
【０００５】
　また、紙幣処理装置では、収納された紙幣束の精査（紙幣処理装置内において収納部か
ら紙幣束を一旦繰り出して紙幣束の在庫数等を確認した後に紙幣束を再び収納部に戻す処
理）が行われることがある。このように、奥側の紙幣束が、なかなか出金されない状態で
、紙幣処理装置内で何度も移動させられると、当該紙幣束の帯封が傷んで破け、紙幣処理
装置内で紙幣束が個々の紙幣へとばらけてしまう虞がある。この問題は、紙幣束だけでな
く、包装硬貨（所定枚数毎にまとめられて包装紙で包装された硬貨）においても発生し得
る。
【０００６】
　この発明は、かかる背景のもとでなされたもので、装置内で包装貨幣が個々の貨幣にば
らけることを防止できる貨幣処理装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１記載の発明は、筐体と、前記筐体内に配置され、所定数毎にまとめて包装され
た包装貨幣の収納および繰出を同一方向から行う複数の収納部と、前記筐体内での包装貨
幣の移動について予め設定された条件が満たされたか否かを判断する判断手段と、前記条
件が満たされたと前記判断手段によって判断されたとき、前記収納部に収納された包装貨
幣の収納順序を入れ替える入替手段とを含むことを特徴とする、貨幣処理装置である。
【０００８】
　請求項２記載の発明は、前記判断手段は、収納部毎に前記条件が満たされたか否かを判
断することを特徴とする、請求項１記載の貨幣処理装置である。
　請求項３記載の発明は、前記入替手段は、収納部に収納された包装貨幣を全て繰り出し
て、繰り出した順に他の空の収納部に収納することを特徴とする、請求項１または２記載
の貨幣処理装置である。
【０００９】
　請求項４記載の発明は、前記入替手段は、前記収納部に収納された包装貨幣を繰り出す
繰出手段と、前記繰出手段によって繰り出された包装貨幣を一時保留する保留手段と、前
記保留手段に一時保留された包装貨幣を、前記繰出手段によって繰り出された順に元の収
納部に収納する収納手段とを含むことを特徴とする、請求項１または２記載の貨幣処理装
置である。
【００１０】
　請求項５記載の発明は、前記判断手段は、空の収納部については、判断の対象外とする
ことを特徴とする、請求項１～４のいずれかに記載の貨幣処理装置である。
　請求項６記載の発明は、前記条件が満たされたと前記判断手段が判断したことに応じて
、収納部に収納された包装貨幣の収納順序を入れ替えるか否かを報知する報知手段と、包
装貨幣の収納順序の入れ替えを指示する信号を受信する受信手段とを含み、前記受信手段
が前記信号を受信したことに応じて、前記入替手段は、包装貨幣の収納順序を入れ替える
ことを特徴とする、請求項１～５のいずれかに記載の貨幣処理装置である。
【００１１】
　請求項７記載の発明は、前記条件は、所定期間における前記収納部内の包装貨幣に対す
る精査処理の回数、前記収納部内の包装貨幣を支持して移動する移動部材の所定期間にお
ける動作回数、所定期間における前記移動部材の総移動距離、所定期間に前記収納部に収
納された包装貨幣の数の累積値、および、前記収納部における包装貨幣の滞在時間が、そ
れぞれの閾値を超えることの少なくとも一つ、またはこれらの組み合わせを含むことを特
徴とする、請求項１～６のいずれかに記載の貨幣処理装置である。
　請求項８記載の発明は、所定数毎にまとめて包装された包装貨幣の収納および繰出を同
一方向から行う複数の収納部と、前記収納部に収納された包装貨幣の収納順序を入れ替え
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る旨の指示を受け付ける指示受付手段と、前記指示受付手段が前記指示を受け付けると、
前記収納部に収納された包装貨幣の収納順序を入れ替える入替手段とを含むことを特徴と
する、貨幣処理装置である。
【発明の効果】
【００１２】
　請求項１記載の発明によれば、予め設定された条件が満たされた場合には、収納部に収
納された包装貨幣の収納順序が入れ替えられることによって、その収納部において元々奥
側にあった（繰り出される順番が後のほうの）包装貨幣を、繰り出される順番が先のほう
になるように、収納し直すことができる。また、古い包装貨幣のみを先に繰り出すことが
できるように、収納し直すことができる。これにより、収納部において奥側にあった包装
貨幣がずっと奥側に留まってしまうようなことを抑制し、奥側にあった包装貨幣を、その
包装が傷んで破れる前に、早く外部に出金することができる。その結果、装置内で包装貨
幣が個々の貨幣にばらけることを防止できる。
【００１３】
　請求項２記載の発明によれば、予め設定された条件を満たした収納部毎に、包装貨幣の
収納順序を入れ替えることができる。
　請求項３記載の発明によれば、収納部に収納された包装貨幣を全て繰り出して、繰り出
した順に他の空の収納部に収納することによって、包装貨幣の収納順序を素早く入れ替え
ることができる。
【００１４】
　請求項４記載の発明によれば、収納部に収納された包装貨幣を繰り出して保留手段に一
時保留してから、繰り出した順に元の収納部に収納するので、繰り出した包装貨幣を受け
入れる空の収納部がなくても、包装貨幣の収納順序を入れ替えることができる。
　請求項５記載の発明によれば、包装貨幣の収納順序を入れ替える必要のない空の収納部
について考慮せずに済むので、包装貨幣を収納している収納部において、包装貨幣の収納
順序の入れ替えを正確に実行できる。
【００１５】
　請求項６記載の発明によれば、報知手段の報知によって、行員（係員）は、包装貨幣の
収納順序の入れ替え（入替処理）を行う必要があることを知ることができる。また、入替
処理を指示する信号を受信手段に受信させることによって、包装貨幣の収納順序の入れ替
えを任意のタイミングで開始することができる。これにより、包装貨幣の入出金等を行い
たい（貨幣処理装置を利用したい）タイミングにおいて、包装貨幣の収納順序の入れ替え
が不意に開始されてしまうことによって貨幣処理装置を利用できなくなるという不具合を
防止できる。
【００１６】
　前述した条件は、請求項７記載の発明における少なくともいずれかのパラメータがそれ
ぞれの閾値を超えることであることが好ましい。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は、この発明の一実施形態に係る貨幣処理装置１の正面側の外観を示す斜視
図である。
【図２】図２は、貨幣処理装置１におけるばら紙幣処理ユニット２の模式的な縦断面図で
ある。
【図３】図３は、貨幣処理装置１における包装紙幣処理ユニット３の模式的な縦断面図で
ある。
【図４】図４は、包装紙幣処理ユニット３における本体シャッター６１の構成を示す模式
的な平面図である。
【図５】図５は、包装紙幣処理ユニット３内における１つのカセット４５とその周囲の部
分とを示す模式図である。
【図６】図６は、包装紙幣処理ユニット３の制御回路ブロック図であり、この発明の特徴
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と関連する部分のみを示すブロック図である。
【図７】図７は、包装紙幣処理ユニット３のメモリ部８１に記憶されるテーブル８４を示
す図である。
【図８Ａ】図８Ａは、包装紙幣処理ユニット３における精査処理を説明するための模式図
である。
【図８Ｂ】図８Ｂは、精査処理に関して図８Ａの次の状態を説明するための模式図である
。
【図８Ｃ】図８Ｃは、精査処理に関して図８Ｂの次の状態を説明するための模式図である
。
【図９】図９は、包装紙幣処理ユニット３において行われる制御動作の一例を示すフロー
チャートである。
【図１０Ａ】図１０Ａは、包装紙幣処理ユニット３における第１の例に係る入替処理を説
明するための模式図である。
【図１０Ｂ】図１０Ｂは、入替処理に関して図１０Ａの次の状態を説明するための模式図
である。
【図１１Ａ】図１１Ａは、包装紙幣処理ユニット３における第２の例に係る入替処理を説
明するための模式図である。
【図１１Ｂ】図１１Ｂは、入替処理に関して図１１Ａの次の状態を説明するための模式図
である。
【図１１Ｃ】図１１Ｃは、入替処理に関して図１１Ｂの次の状態を説明するための模式図
である。
【図１１Ｄ】図１１Ｄは、入替処理に関して図１１Ｃの次の状態を説明するための模式図
である。
【図１２】図１２は、貨幣処理装置１における包装硬貨処理ユニット４の模式的な縦断面
図である。
【図１３】図１３は、包装硬貨処理ユニット４における１つのカセット１０３の前端部お
よびその周辺の模式的な斜視図である。
【図１４】図１４（ａ）～（ｆ）は、包装硬貨処理ユニット４においてカセット１０３に
包装硬貨Ｋを収納する手順を説明するための模式図である。
【図１５】図１５（ａ）～（ｃ）は、包装硬貨処理ユニット４においてカセット１０３か
ら包装硬貨Ｋを繰り出す手順を説明するための模式図である。
【図１６Ａ】図１６Ａは、包装硬貨処理ユニット４における第１の例に係る入替処理を説
明するための模式図である。
【図１６Ｂ】図１６Ｂは、第１の例に係る入替処理に関して図１６Ａの次の状態を説明す
るための模式図である。
【図１７Ａ】図１７Ａは、包装硬貨処理ユニット４における第２の例に係る入替処理を説
明するための模式図である。
【図１７Ｂ】図１７Ｂは、第２の例に係る入替処理に関して図１７Ａの次の状態を説明す
るための模式図である。
【図１７Ｃ】図１７Ｃは、第２の例に係る入替処理に関して図１７Ｂの次の状態を説明す
るための模式図である。
【図１７Ｄ】図１７Ｄは、第２の例に係る入替処理に関して図１７Ｃの次の状態を説明す
るための模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下には、図面を参照して、この発明の実施形態について具体的に説明する。
　図１は、この発明の一実施形態に係る貨幣処理装置１の正面側の外観を示す斜視図であ
る。
　図１に示す貨幣処理装置１は、たとえば、銀行等に設置される出納機である。
　貨幣処理装置１は、ばら紙幣処理ユニット２と、包装紙幣処理ユニット３と、包装硬貨
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処理ユニット４と、ばら硬貨処理ユニット５とを含んでいる。これらの処理ユニットは、
図１における左側から順に、包装紙幣処理ユニット３、ばら紙幣処理ユニット２、包装硬
貨処理ユニット４、ばら硬貨処理ユニット５の順で配置されている。それぞれの処理ユニ
ットは、対応する貨幣（硬貨または紙幣）の入出金処理を行う。ここで、ばら紙幣は、１
枚毎に分離した状態の個々の紙幣を指していて、包装紙幣は、所定数毎にまとめられて帯
封された紙幣（まとまった紙幣の束）を指していて、単に「束」と呼ばれることもある。
同様に、ばら硬貨は、１枚毎に分離した状態の個々の硬貨を指していて、包装硬貨は、所
定数毎にまとめられて包装された硬貨（硬貨のまとまりによって構成された棒状体）を指
している。包装紙幣および包装硬貨は、所定数毎にまとめて包装された包装貨幣に含まれ
る。
【００１９】
　貨幣処理装置１は、その上部に、貨幣処理装置１に所定の処理を実行させるために係員
によって操作される操作部６と、必要な情報が表示される表示部７（報知手段）とを主に
備えている。
　図２は、貨幣処理装置１におけるばら紙幣処理ユニット２の模式的な縦断面図である。
　図２を参照して、ばら紙幣処理ユニット２は、その筐体１０内に、入金部１１と、複数
（ここでは５つ）の収納庫１２と、複数（ここでは２つ）の整理一時保留部１３と、出金
リジェクト部１４と、入金リジェクト部１５と、搬送機構１６とを備えている。
【００２０】
　筐体１０の正面（図２では左面）上部には、シャッター１７によって開閉される入金口
１８が形成されていて、入金部１１と入金リジェクト部１５とが上下に並んで入金口１８
に臨むように配置されている。複数の収納庫１２は、前後方向（図２の左右方向）に並ん
で配置されていて、各収納庫１２には、予め定められた金種のばら紙幣が収納される。ま
た、収納庫１２の上部には、一時保留部が設けられており（図示せず）、入金した紙幣を
一旦保留し、係員の承認で下部（収納庫１２）に収納するようになっている。なお、いず
れかの収納庫１２は、全ての金種についての損券（傷んだ紙幣）を専用に収納するための
ものであってもよい。
【００２１】
　筐体１０内において、入金部１１と各収納庫１２とは、入金路１９でつながっている。
入金路１９は、入金部１１から延び、収納庫１２の手前で収納庫１２毎に分岐して、対応
する収納庫１２に対して別々につながっている。入金路１９の途中には、紙幣の金種、正
損、真偽および表裏を識別する識別部２０が設けられている。入金路１９において識別部
２０よりも収納庫１２側には、Ｖ字に折れ曲がった反転路２１が並列的に接続されている
。入金路１９において識別部２０と反転路２１との間から、入金リジェクト路２２が分岐
して、入金リジェクト部１５につながっている。
【００２２】
　開放された入金口１８から入金部１１に入金されたばら紙幣Ｓは、入金路１９を流れて
収納庫１２側へ搬送される。その途中で、識別部２０によってばら紙幣Ｓの識別が行われ
、偽札等であると識別されたばら紙幣Ｓは、入金リジェクト路２２から入金リジェクト部
１５まで搬送され、入金口１８から返却される。表裏が逆であると識別されたばら紙幣Ｓ
は、一旦反転路２１でスイッチバックされて表裏が直されてから、入金路１９に合流する
。そして、入金路１９において収納庫１２の手前まで流れてきたばら紙幣Ｓは、対応する
金種の収納庫１２に収納されたり、損券専用の収納庫１２に収納されたりする（損券の場
合）。
【００２３】
　また、ばら紙幣処理ユニット２は、その筐体１０内に、出金部２３を備えている。筐体
１０の上面には、シャッター２４によって開閉される出金口２５が形成されていて、出金
部２３が出金口２５に臨むように配置されている。筐体１０内において、各収納庫１２と
出金部２３とは、出金路２６でつながっている。出金路２６は、各収納庫１２から個別に
延びてから１つに合流し、出金部２３まで延びている。出金路２６の途中には、識別部２
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７が設けられている。識別部２７の機能は、前述した識別部２０とほぼ同じである。出金
路２６において識別部２７よりも出金部２３側の部分からは、３つの分岐路２８が分岐し
ている。３つの分岐路２８のうち、１つは、一方の整理一時保留部１３に接続され、他の
１つは、他方の整理一時保留部１３に接続され、残りの１つは、出金リジェクト部１４に
接続されている。出金路２６において識別部２７と分岐路２８（識別部２７に最も近い分
岐路２８）との間の部分と、入金路１９において反転路２１と収納庫１２との間の部分と
は、中継路２９によってショートカットされている。
【００２４】
　各収納庫１２に収納されたばら紙幣Ｓは、必要に応じて、収納庫１２から繰り出されて
出金路２６を流れる。その途中で、ばら紙幣Ｓは、識別部２７による識別を受ける。斜行
や重送等で異常であると識別されたばら紙幣Ｓは、分岐路２８を介して出金リジェクト部
１４に収納され、所定のタイミングで回収される。正常であると識別されたばら紙幣Ｓは
、出金部２３まで搬送されて出金口２５から外部に出金されたり、分岐路２８を介して整
理一時保留部１３に収納されたりする。整理一時保留部１３に収納されたばら紙幣Ｓは、
積層状態で収納される。なお、入金部１１に入金されたばら紙幣Ｓが、収納庫１２を介さ
ずに、中継路２９経由で入金路１９から出金路２６に受け渡されて整理一時保留部１３に
収納されることもある。
【００２５】
　ここで、搬送機構１６は、整理一時保留部１３に収納されたばら紙幣Ｓの積層方向（こ
こでは筐体１０の上下方向）に移動可能な一対のアーム３０を備えていて、筐体１０内で
整理一時保留部１３の後側に配置されている。所定枚数まで積層されたばら紙幣Ｓは、ま
とまった状態（積層状態）で一対のアーム３０によって挟持され、整理一時保留部１３か
ら取り出される。搬送機構１６は、取り出したばら紙幣Ｓのまとまりを、ばら紙幣処理ユ
ニット２の隣の包装紙幣処理ユニット３まで搬送する。
【００２６】
　図３は、貨幣処理装置１における包装紙幣処理ユニット３の模式的な縦断面図である。
　図３を参照して、包装紙幣処理ユニット３は、その筐体４０内に、帯封機構４１と、第
１搬送機構４２と、リフト４３（入替手段、保留手段）と、第２搬送機構４４（入替手段
）と、複数（ここでは５つ）のカセット４５（収納部）とを含んでいる。また、包装紙幣
処理ユニット３は、ばら紙幣処理ユニット２との間で搬送機構１６を共有している。つま
り、搬送機構１６は、ばら紙幣処理ユニット２および包装紙幣処理ユニット３のどちらに
も属している。搬送機構１６は、筐体４０内では、奥寄り（筐体４０の後側（図３の右側
））に配置される。
【００２７】
　帯封機構４１は、搬送機構１６によってばら紙幣処理ユニット２から包装紙幣処理ユニ
ット３まで搬送されてきたばら紙幣Ｓのまとまりを受け取って帯封するためのものであっ
て、筐体４０内において、搬送機構１６の前側（図３の左側）に位置している。帯封機構
４１の構成として、公知の構成を用いることができる。帯封機構４１によって帯封された
ばら紙幣Ｓのまとまりは、前述した包装紙幣（束）Ｔとなる。
【００２８】
　第１搬送機構４２は、筐体４０内において帯封機構４１の前側に設けられている。第１
搬送機構４２は、上下一対のベルトユニット４６を含む。各ベルトユニット４６は、前後
に離れて配置された一対のローラ４７と、これらのローラ４７に掛け回された無端状のベ
ルト４８と有する。図３を基準として側面視において、上側のベルトユニット４６のベル
ト４８は時計回りに周回移動し、下側のベルトユニット４６のベルト４８は反時計回りに
周回移動する。そのため、帯封機構４１による帯封を終えた束Ｔは、周回移動する上下の
ベルト４８の間において前側へ搬送される。
【００２９】
　ここで、筐体４０内の前寄りには、上下に延びる移動スペース４９が形成されている（
１点鎖線で囲んだ部分を参照）。移動スペース４９の上下方向寸法は、筐体４０の内部空
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間の上下方向寸法とほぼ同じである。束Ｔは、上下のベルト４８によって、移動スペース
４９へ向けて搬送される。
　リフト４３は、水平方向に平坦に延びるベース５０と、ベース５０上に積層された載置
板５１とを含んでいる。載置板５１は、その前端部の支点７７を中心として、ベース５０
と平行な水平位置（実線の載置板５１を参照）と、後側へ向かうのに従ってベース５０か
ら浮くように傾斜した傾斜位置（点線の載置板５１を参照）との間で回動可能である。リ
フト４３全体は、移動スペース４９内で上下移動可能である。図３に示されたときのリフ
ト４３の上下方向位置を、待機位置ということにする。リフト４３は、待機位置を下限と
して、待機位置から移動スペース４９内の任意の位置まで上昇することができる。
【００３０】
　ここで、筐体４０の正面上部には、シャッター５２によって開閉される出金口５３が形
成されている。出金口５３と移動スペース４９の上端部とは連通している。また、筐体４
０の正面下部において、待機位置のリフト４３と上下方向で同じ位置には、投出口６５が
形成されている。この実施形態では、投出口６５を開閉するシャッターを筐体４０に設け
ていないが、このシャッターを設けても構わない。
【００３１】
　第２搬送機構４４は、前後に離れて配置された一対のローラ５４と、これらのローラ５
４に掛け回された無端状のベルト５５とを有する。ベルト５５は、筐体４０の前後方向に
おいて長く、その前端部は、移動スペース４９内にまではみ出ていて、その後端部は、筐
体４０の後端部の近傍に配置されている。ベルト５５は、図３における側面視において時
計回りおよび反時計回りの両方向に周回移動することができる。ベルト５５の外周面には
、複数の突起５６が設けられている。複数の突起５６は、ベルト５５の周方向（周回移動
方向）において等間隔で配置されている。また、第２搬送機構４４は、ベルト５５の内側
の一対のローラ５４の間における前側のローラ５４の近傍（移動スペース４９から離れた
位置）に配置された１本の支点ローラ５７をさらに有している。ここで、当該前側のロー
ラ５４と、ベルト５５において支点ローラ５７よりも当該前側のローラ５４側の部分との
まとまりを、回動ユニット５８ということにする。回動ユニット５８は、支点ローラ５７
を支点として、水平方向に延びて移動スペース４９内にはみ出した進出位置（実線で示し
た回動ユニット５８を参照）と、移動スペース４９から退避して略垂直に延びた退避位置
（２点鎖線で示した回動ユニット５８を参照）との間で回動可能である。第２搬送機構４
４には、回動ユニット５８を回動させる駆動機構（モータ等）が含まれている。移動スペ
ース４９内でリフト４３が上下移動している間、回動ユニット５８は、退避位置にある。
【００３２】
　複数のカセット４５は、上下方向に長手のボックス状であって、筐体４０の前後方向に
並んで配置されている。各カセット４５は、筐体４０に対して着脱可能である。筐体４０
の側壁には、着脱されるカセット４５を通過させる開口（図示せず）が形成されている。
各カセット４５では、上面に、出入口５９が形成されているとともに、出入口５９を開閉
するカセットシャッター６０が設けられている（図３における最も左側のカセット４５を
参照）。原則として、各カセット４５内には、同一金種の紙幣からなる束Ｔが、上下に積
層された状態で収納される。各カセット４５内には、ステージ６４（入替手段、移動部材
）が設けられている。ステージ６４の上面は、水平方向に平坦である。各カセット４５内
に積層状態で収納された束Ｔは、ステージ６４上に載置され、ステージ６４によって下側
から支えられている。ステージ６４は、束Ｔが載置された状態で、カセット４５内で上下
移動可能である。
【００３３】
　ここで、前述した第２搬送機構４４のベルト５５は、筐体４０内の全てのカセット４５
の真上に位置していて、これらのカセット４５を上方から前後方向において跨るように配
置されている。
　筐体４０内において、各カセット４５の真上かつベルト５５よりも低い位置には、本体
シャッター６１（入替手段）が１つずつ設けられている。そして、筐体４０内には、ガイ
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ド部材６２が設けられている。ガイド部材６２は、水平に延びる板状である。ガイド部材
６２は、隣り合う本体シャッター６１の間や、移動スペース４９に最も近い本体シャッタ
ー６１から移動スペース４９までの間を塞いでいる。ガイド部材６２と本体シャッター６
１とのまとまりは、水平に延びる１枚の板状をなしていて、ベルト５５の下側外周面に対
して隙間を隔てて下から対向しており、当該隙間は、束搬送路６３となっている。束搬送
路６３は、筐体４０内の全てのカセット４５の真上に位置していて、これらのカセット４
５を上方から跨るように前後（水平）に延びている。
【００３４】
　図４は、包装紙幣処理ユニット３における本体シャッター６１の構成を示す模式的な平
面図である。
　ここで、図４を参照して、本体シャッター６１の詳細について説明する。１つの本体シ
ャッター６１は、一対の開閉板７６を含んでいる。一対の開閉板７６は、カセット４５の
並び方向（束搬送路６３の延びる方向であり、図４の左右方向）に対して平面視で直交す
る方向に配列されていて、同一水平面において、互いに接離する方向にスライド可能であ
る（図４の太線矢印参照）。一対の開閉板７６が離間して、これらの開閉板７６の間にス
ペースが形成されると、本体シャッター６１が開いたことになる（点線で示した開閉板７
６を参照）。一方、一対の開閉板７６が接近して、先ほどのスペースがなくなると、本体
シャッター６１が閉じたことになる（実線で示した開閉板７６を参照）。
【００３５】
　次に、図３を参照して、包装紙幣処理ユニット３における束Ｔの流れについて説明する
。
　帯封機構４１からの束Ｔは、前述したように、第１搬送機構４２の上下のベルト４８に
よって、移動スペース４９へ向けて搬送される。このとき、移動スペース４９内のリフト
４３は、第１搬送機構４２の位置まで上昇していて、この位置で待機している。第１搬送
機構４２によって移動スペース４９まで搬送された束Ｔは、リフト４３に受け渡され、水
平位置の載置板５１上に載せられる。
【００３６】
　その後、リフト４３は、移動スペース４９内において、束搬送路６３より少し低い位置
まで下降する。リフト４３の下降が終わったとき、リフト４３上の束Ｔは、束搬送路６３
と上下方向において同じ位置にある。次いで、今まで退避位置にあった回動ユニット５８
が進出位置まで回動し、第２搬送機構４４のベルト５５が、図３における反時計回りに周
回移動する。これにより、ベルト５５のいずれかの突起５６がリフト４３上の束Ｔに引っ
掛かり、この束Ｔを束搬送路６３内へ取り込む。引き続きベルト５５が周回移動すること
によって、この束Ｔは、束搬送路６３内において移動スペース４９から離れる方向へ搬送
される。そして、この束Ｔが、この束Ｔと同一金種の束Ｔを収納するカセット４５の真上
まで搬送されると、この束Ｔの搬送（ベルト５５の周回移動）がストップする。
【００３７】
　次いで、図３における右から２つ目のカセット４５を参照して、束搬送路６３内の束Ｔ
の真下のカセット４５におけるステージ６４が上昇し、この束Ｔの真下の本体シャッター
６１および当該カセット４５のカセットシャッター６０の両方が開く。これにより、束搬
送路６３内の束Ｔは、落下して、先ほど上昇してきたステージ６４（ステージ６４上に既
に束Ｔが積層されている場合には、最上位の束Ｔ）に受け止められる。そして、このステ
ージ６４が下降すると、今まで束搬送路６３内にあった束Ｔは、出入口５９を経てカセッ
ト４５内に収納された状態になる。このように、帯封を終えた束Ｔは、対応するカセット
４５に収納される。
【００３８】
　また、カセット４５内から束Ｔを出金する場合、当該カセット４５におけるカセットシ
ャッター６０と、このカセット４５の真上の本体シャッター６１との両方が開く。次いで
、当該カセット４５内のステージ６４が上昇し、ステージ６４に積層された束Ｔにおける
最上位の束Ｔが、カセット４５の出入口５９を介して束搬送路６３内まで押し上げられる
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。この状態で、第２搬送機構４４のベルト５５が、図３における時計回りに周回移動する
。これにより、ベルト５５のいずれかの突起５６がこの束Ｔに引っ掛かり、この束Ｔを束
搬送路６３内において移動スペース４９側へ搬送する。このとき、第２搬送機構４４では
、回動ユニット５８は、進出位置にあり、リフト４３は、移動スペース４９内において、
束搬送路６３より少し低い位置で待機している。また、束Ｔが移動スペース４９側へ搬送
されると、この束Ｔを今まで収納していたカセット４５のステージ６４が下降するととも
に、今まで開いていたカセットシャッター６０および本体シャッター６１の両方が閉じる
。
【００３９】
　そして、この束Ｔが、移動スペース４９内まで搬送されると、この束Ｔの搬送（ベルト
５５の周回移動）はストップし、この束Ｔは、真下のリフト４３に受け渡され、水平位置
の載置板５１上に載せられる。同様の手順で、カセット４５内の束Ｔが１つずつ繰り出さ
れて束搬送路６３内を搬送され、リフト４３の載置板５１上に積層される。
　リフト４３への束Ｔの積み込みが完了した後、今まで進出位置にあった回動ユニット５
８が退避位置まで回動し、リフト４３は、移動スペース４９内において、上限位置（移動
スペース４９の上端）まで上昇する。この状態で、シャッター５２が開いて出金口５３が
開放され、係員によって、リフト４３上の束Ｔが取り出される。これによって、カセット
４５内の束Ｔの出金が完了する。
【００４０】
　または、リフト４３は、移動スペース４９内において、待機位置まで下降する。下降後
、リフト４３の載置板５１が水平位置から傾斜位置まで傾斜し、載置板５１上の束Ｔが、
載置板５１を滑り落ちて投出口６５から機外に投出される。これによっても、カセット４
５内の束Ｔが出金される。
　このように、各カセット４５では、束Ｔの収納および繰出が、カセットシャッター６０
がある上端側（出入口５９側）において同一方向から行われる。
【００４１】
　図５は、包装紙幣処理ユニット３内における１つのカセット４５とその周囲の部分とを
示す模式図である。
　カセット４５およびその周囲の詳細について、図５を参照して説明する。前述したよう
に、第２搬送機構４４のベルト５５の下側外周面と、ガイド部材６２および本体シャッタ
ー６１との間には、束搬送路６３が形成されている。筐体４０内において、平面視で各カ
セット４５と一致する位置には、上から順に、押圧センサ６６と、位置センサ６７と、開
閉センサ６８と、ニアフル検知センサ６９と、フル検知センサ７０とが設けられている。
【００４２】
　押圧センサ６６および位置センサ６７は、カセット４５側でなく、筐体４０側に設けら
れている。押圧センサ６６は、上から束搬送路６３内に突出するように設けられている。
位置センサ６７は、本体シャッター６１と、その本体シャッター６１の真下のカセット４
５（出入口５９）との間に配置されている。位置センサ６７は、フォトインタラプタであ
って、水平方向に離れて配置される発光素子６７Ａおよび受光素子６７Ｂを含んでいる。
発光素子６７Ａによって発光された検知光（図５における１点鎖線であり、センサ６８，
６９，７０において同じ）は、平面視において本体シャッター６１（その真下のカセット
４５の出入口５９）を横切ってから受光素子６７Ｂに受光されるようになっている。
【００４３】
　開閉センサ６８、ニアフル検知センサ６９およびフル検知センサ７０は、フォトインタ
ラプタであって、カセット４５内に設けられている。開閉センサ６８は、カセット４５の
出入口５９のすぐ下に配置されていて、ニアフル検知センサ６９は、カセット４５の底よ
り少し高い位置に配置され、フル検知センサ７０は、カセット４５の底近辺に配置されて
いる。位置センサ６７と同様に、開閉センサ６８も発光素子６８Ａおよび受光素子６８Ｂ
を含み、ニアフル検知センサ６９も発光素子６９Ａおよび受光素子６９Ｂを含み、フル検
知センサ７０も発光素子７０Ａおよび受光素子７０Ｂを含んでいる。開閉センサ６８、ニ
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アフル検知センサ６９およびフル検知センサ７０のそれぞれにおいて、発光素子および受
光素子は、水平方向に離れて配置されていて、発光素子によって発光された検知光（図５
における１点鎖線）は、平面視において、出入口５９を横切ってから受光素子に受光され
るようになっている。
【００４４】
　また、カセット４５内には、上端側および下端側に１つずつローラ７１が配置されてい
て、これらのローラ７１に無端状のベルト７２が掛け回されている。ベルト７２は、図５
における時計回りおよび反時計回りの両方に周回移動可能である。ベルト７２の周方向１
箇所には、取付部材７３を介してステージ６４が連結されていて、ベルト７２の周回移動
に応じて、ステージ６４は、前述したように上下移動することができる。
【００４５】
　カセット４５内に収納される束Ｔの数が多くなると、これらの束Ｔを下から支えるステ
ージ６４は、カセット４５内を徐々に下降する。ステージ６４が、ニアフル検知センサ６
９の検知光を遮光するまで下降した時、カセット４５内の束Ｔは、もうすぐ満杯の状態（
ニアフル状態）まで収納されている。ステージ６４が、フル検知センサ７０の検知光を遮
光するまで下降した時、カセット４５内の束Ｔは、完全に満杯の状態（フル状態）まで収
納されている。このように、ニアフル検知センサ６９は、カセット４５内の束Ｔの数がニ
アフルであるか否かを検知し、フル検知センサ７０は、カセット４５内の束Ｔの数がフル
であるか否かを検知する。
【００４６】
　束搬送路６３の束Ｔをカセット４５内に収納する場合や、カセット４５内の束Ｔを出金
のために束搬送路６３内に送り出す場合には、ステージ６４が上昇する。ステージ６４ま
たはステージ６４にすでに載置された束Ｔのうち最上位のものが、開閉センサ６８の検知
光を遮光した時、カセット４５のカセットシャッター６０が開く。カセットシャッター６
０が開いた後、ステージ６４（または、ステージ６４にすでに載置された束Ｔのうち最上
位のもの）がカセット４５上端の出入口５９より上側に至るまで上昇すると、位置センサ
６７の検知光がステージ６４またはステージ６４にすでに載置された束Ｔによって遮光さ
れる。
【００４７】
　束搬送路６３の束Ｔをカセット４５内に収納する場合、位置センサ６７の検知光が遮光
されたことに応じて、位置センサ６７の検知光が遮光されなくなるまで（透光されるまで
）、ステージ６４が下降し、下降後の位置で待機する。束搬送路６３の束Ｔは、このカセ
ット４５の真上の本体シャッター６１上まで搬送される。その後、本体シャッター６１が
開いて束Ｔの下からずれるので、この束Ｔは、落下し、その先で待機していたステージ６
４（または、ステージ６４にすでに載置された束Ｔのうち最上位のもの）に受け止められ
る。このとき、受け止められた束Ｔによって位置センサ６７の検知光が遮光されるので、
この検知光が透光されるまで、ステージ６４が下降し、下降後の位置で待機する。また、
このとき、先ほど開いた本体シャッター６１が閉じる。そして、束搬送路６３における後
続の束Ｔが、この本体シャッター６１の上まで搬送されると、本体シャッター６１が開い
てステージ６４に受け止められる。このようにして、ステージ６４に束Ｔが続々と積層さ
れる。ステージ６４への束Ｔの積層が完了すると、ステージ６４が下降する。下降に伴っ
て、開閉センサ６８の検知光が遮光されなくなると、カセットシャッター６０が閉じる。
そして、ステージ６４の下降が完了すると、カセット４５内への束Ｔの収納が完了する。
【００４８】
　ステージ６４にすでに載置された束Ｔのうち最上位のものを出金等のために束搬送路６
３内に送り出す場合、カセット４５の上昇に伴って位置センサ６７の検知光が遮光された
ことに応じて、本体シャッター６１が開き、ステージ６４がさらに上昇する。そして、当
該最上位のもの（束Ｔ）が押圧センサ６６に下から接触すると、押圧センサ６６がＯＮに
なり、これに応じて、本体シャッター６１が閉じる。これにより、ステージ６４に載置さ
れた束Ｔのうち最上位の束Ｔだけが、他の束Ｔから分離されて束搬送路６３内に残される
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。その後は、前述したように第２搬送機構４４のベルト５５が周回移動して、束搬送路６
３内の束Ｔが移動スペース４９側へ搬送される。また、ステージ６４が下降する。下降に
伴って、開閉センサ６８の検知光が遮光されなくなると、カセットシャッター６０が閉じ
る。これにより、カセット４５内の束Ｔを束搬送路６３内に送り出す処理が完了する。
【００４９】
　次に、包装紙幣処理ユニット３の電気的構成について説明する。
　図６は、包装紙幣処理ユニット３の制御回路ブロック図であり、この発明の特徴と関連
する部分のみを示すブロック図である。
　図６を参照して、包装紙幣処理ユニット３は、マイクロコンピュータ等で構成された制
御部８０を備えている。制御部８０（判断手段、入替手段、受信手段）は、包装紙幣処理
ユニット３の動作を制御する。
【００５０】
　制御部８０には、前述したリフト４３、搬送機構（第１搬送機構４２および第２搬送機
構４４）、本体シャッター６１、押圧センサ６６、位置センサ６７および全てのカセット
４５のそれぞれと、メモリ部８１と、着脱センサ８２と、識別部８３とが電気的に接続さ
れている。各カセット４５では、前述したステージ６４、カセットシャッター６０および
センサ（開閉センサ６８、ニアフル検知センサ６９およびフル検知センサ７０）のそれぞ
れが制御部８０に対して電気的に接続されている。ここで、リフト４３、搬送機構、本体
シャッター６１、ステージ６４およびカセットシャッター６０のそれぞれでは、厳密には
、それぞれを駆動させる機構（モータ等）が制御部８０に接続されている。
【００５１】
　メモリ部８１は、必要な情報を記憶する（詳しくは、後述する）。着脱センサ８２は、
各カセット４５が筐体４０に装着されているのか否かを検知する。識別部８３の機能は、
前述した識別部２０や２７とほぼ同じである。図３を参照して、識別部８３は、移動スペ
ース４９に対して最寄りの位置にあるガイド部材６２（図３における最も左側のガイド部
材６２）に取り付けられていて、束搬送路６３内に下から臨んでいる。束搬送路６３内で
搬送される束Ｔが識別部８３を通過する際、識別部８３は、束Ｔにおいて識別部８３側の
紙幣（最下位の紙幣の下面）を識別することによって、当該束Ｔを識別したものとする。
【００５２】
　図６に戻り、制御部８０は、押圧センサ６６、位置センサ６７、着脱センサ８２、開閉
センサ６８、ニアフル検知センサ６９およびフル検知センサ７０からの検知内容等に基づ
いて、リフト４３、搬送機構、本体シャッター６１および各カセット４５のステージ６４
およびカセットシャッター６０等を動かす。これによって、制御部８０は、前述したよう
に、該当するカセット４５内に束Ｔを収納したり、該当するカセット４５から束Ｔを取り
出したりすることができる。
【００５３】
　ここで、図３を参照して、投出口６５から出金される束Ｔは、投出口６５から機外に投
出されて係員に回収される。この場合、投出された束Ｔは、誰でも触ることができること
から、セキュリティ上の懸念がある。また、一度に投出される束Ｔの数が多い場合には、
投出された束Ｔの回収が煩わしくなるという懸念もある。
　そこで、セキュリティに関しては、たとえば、一定以上の権限を有する係員が取り扱う
場合だけに、投出口６５から束Ｔが出金されるようになるとよい。たとえば、係員が自身
の権限を記録したＩＤカードを携帯していて、包装紙幣処理ユニット３で出金を行いたい
場合に、このＩＤカードを当該ユニットの読取部（図示せず）に読み取らせる。そして、
ＩＤカードから読み取られた権限が一定以上であれば、投出口６５から束Ｔが出金され、
当該権限が一定未満であれば、投出口６５からの出金が禁止される。投出口６５からの出
金が禁止された場合には、出金したい束Ｔを収納したカセット４５を筐体４０から引き出
すことによって、束Ｔを出金することができる。この場合、カセット４５では、カセット
シャッター６０が無断で開放できないようになっているので、カセット４５内の束Ｔが（
権限が一定未満の）誰かに勝手に触られることはない。
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【００５４】
　また、束Ｔの回収の煩わしさに関しては、たとえば、一度に出金する束Ｔの数が少ない
場合（所定数未満の場合）には投出口６５から束Ｔが出金されるようにし、一度に出金す
る束Ｔの数が多い場合（所定数以上の場合）には、セキュリティの場合と同様に、カセッ
ト４５を筐体４０から引き出すことによってのみ束Ｔを出金できるようにすればよい。
　もちろん、一定以上の権限を有する係員が取り扱う場合や、一度に出金する束Ｔの数が
少ない場合であっても、係員による操作部６（図１参照）の操作によって、束Ｔを投出口
６５から出金させるパターンと、束Ｔをカセット４５に収納された状態で出金させるパタ
ーンとを任意に選択できてもよい。
【００５５】
　また、束Ｔの出金先を出金口５３と投出口６５との間で任意に選択できてもよい。たと
えば、出金口５３から出金する場合には、投出口６５から出金する場合と異なり、シャッ
ター５２の開閉動作が必要になる。そのため、出金口５３から大量の束Ｔを出金する場合
には、束Ｔを複数回に分割して出金しなければならず、そのためには、リフト４３を何度
も上下移動させるだけでなく、シャッター５２を何度も開閉しなければならない。その手
間を考慮すると、出金口５３で一度に出金できる束Ｔの数を、シャッター５２を何度も開
閉せずに済むように、投出口６５で一度に出金できる束Ｔの数よりも少なく設定したい。
そこで、一度に出金する束Ｔの数が少ない場合には、出金口５３から出金されるようにし
、一度に出金する束Ｔの数が多い場合には、投出口６５から出金されるようにするとよい
。
【００５６】
　また、出金口５３から複数の束Ｔが出金される場合、同一金種の束Ｔが出金されるよう
になっているが、投出口６５からは、同一金種の束Ｔに限らず、異種金種の束Ｔが混在状
態で出金されるようになっている。また、カセット４５には、同一金種の束Ｔだけが収納
されるカセット４５（ここでは、「金種カセット」ということにする）だけでなく、異種
金種の束Ｔが混在状態で収納されるカセット４５（ここでは、「一括カセット」というこ
とにする）も存在する。そこで、金種カセットから同一金種の束Ｔを出金する場合には、
出金口５３から金種毎に出金するようにし、一括カセットから異種金種の束Ｔを出金する
場合には、投出口６５からまとめて出金するようにしてもよい。
【００５７】
　図７は、包装紙幣処理ユニット３のメモリ部８１に記憶されるテーブル８４を示す図で
ある。
　メモリ部８１には、図７に示すテーブル８４が記憶されている。テーブル８４には、カ
セット４５毎（ここでは、カセットＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ…と区別している）に、束Ｔの在庫数
と、精査回数と、ステージ６４の動作回数と、ステージ６４の総移動距離と、束Ｔの総収
納数とが登録されている。
【００５８】
　束Ｔの在庫数とは、現時点で各カセット４５内に収納されている束Ｔの総数である。こ
れからカセット４５に収納されようとする束Ｔは、収納先のカセット４５が決まっている
ので、束Ｔが識別部８３（図３参照）によって識別され、該当するカセット４５に収納さ
れると、その都度、テーブル８４では、該当する（収納先の）カセット４５における在庫
数が１つ加算されるように更新される。逆に、カセット４５から取り出された１つの束Ｔ
が識別部８３によって識別され、装置の外に投出または他のカセット４５に収納されると
、その都度、テーブル８４では、当該カセット４５における在庫数が１つ減算されるよう
に更新される。そして、識別部８３は、束Ｔが１つ識別部８３を通過する度に束Ｔを１つ
カウントする計数センサを兼ねている。
【００５９】
　精査回数に関し、精査（精査処理）とは、あるカセット４５内に現在収納されている全
ての束Ｔを一旦取り出して、各束Ｔが適正であるか否か（正しい金種であるか否かや、損
傷があるか否か等）やカセット４５内の束Ｔの在庫数を識別部８３で確認してから、元の
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カセット４５に戻す処理のことである。具体的には、図８Ａを参照して、カセットＡ内に
おいて、出入口５９に近い側（カセットＡの上側）から順に、束（３）、束（２）、束（
１）という３つの束Ｔが収納されていたとする。精査処理が開始されると、まず、束（３
）、束（２）、束（１）が、この順番でカセットＡから取り出され、その後、図８Ｂに示
すように、リフト４３上に、リフト４３側からこの順番で積層される。この際、束（３）
、束（２）、束（１）が、この順番で識別部８３によって識別およびカウントされる。そ
の結果、問題がなければ、リフト４３上に積層された束（１）、束（２）、束（３）が、
図８Ｃに示すように、この順番で、元のカセットＡに戻され、これによって精査処理が完
了する。カセットＡに戻された束（３）、束（２）、束（１）は、精査処理が開始される
前と同様に、出入口５９に近い側からこの順でカセットＡ内に収納されている（図８Ａ参
照）。精査回数とは、直近で在庫数が０（零）を超えた時（カセット４５が空でなくなっ
た時）から現在までの所定期間に実施された精査処理の回数である。
【００６０】
　図７に戻り、ステージ６４の動作回数に関し、静止状態からステージ６４が移動して再
び静止した場合に、ステージ６４が１回動作したとみなし、ステージ６４の動作回数とは
、直近で在庫数が０（零）を超えた時から現在までの所定期間にステージ６４が動作した
回数である。
　ステージ６４の総移動距離に関し、ステージ６４を上下移動させるベルト７２（図５参
照）が周回移動したとき、この周回移動量は、移動の度に、そのときのステージ６４の移
動距離として記録されている。ステージ６４の総移動距離とは、直近で在庫数が０（零）
を超えた時から現在までの所定期間におけるステージ６４の移動距離の累積値である。
【００６１】
　束Ｔの総収納数とは、直近で在庫数が０（零）を超えた時から現在までの所定期間にカ
セット４５に収納された束Ｔの数（一度の収納処理で収納された束Ｔの数）の累積値であ
る。
　ここで、精査回数、ステージ６４の動作回数、ステージ６４の総移動距離および束Ｔの
総収納数のそれぞれを、「パラメータ」と呼ぶことにする。在庫数が０（零）になったこ
と（カセット４５が空になったこと）に応じて、そのカセット４５についての各パラメー
タは、制御部８０によって０（零）にクリアされる。
【００６２】
　図３を参照して、包装紙幣処理ユニット３では、前述したようにカセット４５内でステ
ージ６４が上下移動するので、ステージ６４に積層された束Ｔは、カセット４５から取り
出されて出金される対象でなくても、ステージ６４とともに上下移動する。また、前述し
た精査処理が行われると、カセット４５内の束Ｔは、カセット４５内だけでなく、束搬送
路６３や移動スペース４９内も移動しなければならない。
【００６３】
　そのため、ステージ６４に積層された束Ｔは、移動に伴って、カセット４５の内面や隣
り合う束Ｔや筐体４０内における周囲のもの等に摺れる。ステージ６４の上下移動や精査
処理が繰り返されることによって、束Ｔが他の物に摺れる頻度が増えると、束Ｔの帯封が
傷んで破れてしまい、束Ｔがカセット４５内や筐体４０内で個々のばら紙幣Ｓにばらけて
しまう虞がある。特に、カセット４５において出入口５９から離れた位置（ステージ６４
に近い位置）にある束Ｔほど、なかなか出金されないし、出入口５９から離れているぶん
移動距離が比較的長くなるので、ばらけてしまう確率が高い。また、束Ｔがばらけるだけ
でなく、束Ｔにおいて帯封に覆われていない端面が摺れて傷む不具合も生じ得る。
【００６４】
　そこで、包装紙幣処理ユニット３では、所定のタイミングにおいて、入替処理を行うよ
うになっている。入替処理が行われると、カセット４５内に収納された束Ｔの並び（収納
順序）が入れ替えられ、今まで出入口５９から離れた位置にあった束Ｔが出入口５９に近
い位置へ配置転換される。これにより、出入口５９から離れた位置にあった束Ｔを、ばら
けてしまうまでの早い段階に、出金してしまうことができる。
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【００６５】
　ここでの所定のタイミングとは、前述した各パラメータ（精査回数、ステージ６４の動
作回数、ステージ６４の総移動距離および束Ｔの総収納数）が、それぞれに設定された閾
値を超えたタイミングとしている。
　図９は、包装紙幣処理ユニット３において行われる制御動作の一例を示すフローチャー
トである。
【００６６】
　図９を参照して、入替処理を開始するにあたって、制御部８０は、待機状態において、
筐体４０にカセット４５がセット（装着）されているのか否かを着脱センサ８２（図６参
照）の検知内容に基づいて監視している（ステップＳ１）。
　カセット４５（ここでは複数のカセット４５）がセットされている場合（ステップＳ１
でＹＥＳ）、制御部８０は、各カセット４５における束Ｔの在庫数が１より多いか否かを
テーブル８４において確認する（ステップＳ２）。在庫数が１以下の場合では（ステップ
Ｓ２でＮＯ）、入替処理を行うこと自体が不要となるからである。
【００６７】
　カセット４５における在庫数が１より多い場合（ステップＳ２でＹＥＳ）、制御部８０
は、そのカセット４５について、テーブル８４における前記パラメータが閾値を超えたか
否かを確認する（ステップＳ３）。このとき、精査回数、ステージ６４の動作回数、ステ
ージ６４の総移動距離および束Ｔの総収納数におけるいずれか１つのパラメータ（予め定
められた１つのパラメータでもよい）が閾値を超えたか否かを判断してもよいし、複数の
パラメータがそれぞれの閾値を超えたか否かを判断してもよい。いずれにせよ、制御部８
０は、ステップＳ３において、パラメータが閾値を超えたか否かを判断することによって
、予め設定された条件が満たされたか否かをカセット４５毎に判断する。パラメータが閾
値を超えた場合に、前記条件が満たされたこと（前記条件が満たされたと判断されたこと
）になる。
【００６８】
　ここで、空のカセット４５では、各パラメータがクリアされていることから閾値を超え
ることがないので、制御部８０は、当該空のカセット４５については、ここでの判断の対
象外とする。この場合、束Ｔの収納順序を入れ替える必要のない空のカセット４５につい
て考慮せずに済むので、束Ｔを収納しているカセット４５において、束Ｔの収納順序の入
れ替えを正確に実行できる。
【００６９】
　そして、パラメータが閾値を超えた場合（ステップＳ３でＹＥＳ）、制御部８０は、パ
ラメータが閾値を超えたカセット４５において、入替処理を実行する（ステップＳ４）。
つまり、（前述した）予め設定された条件が満たされたと判断されたとき、その判断の対
象となったカセット４５についての入替処理が実行される。入替処理については、追って
具体例を示して説明する。
【００７０】
　入替処理が完了した後、制御部８０は、入替処理を実行したカセット４５についてテー
ブル８４で記録されている全パラメータを０（零）にクリアする（ステップＳ５）。
　次に、図１０Ａおよび図１０Ｂを参照して、第１の例に係る入替処理を説明する。ここ
では、入替処理を行うカセット４５（図１０ＡにおけるカセットＡ）以外に、同一金種の
束Ｔを収納するための空のカセット４５（図１０ＡにおけるカセットＢ）が存在する場合
を例に説明する。そのため、前述したステップＳ１では、同一金種の束Ｔを収納するため
の２以上の複数のカセット４５がセットされていることを確認する必要がある。
【００７１】
　カセットＡ内において、図１０Ａに示すように、出入口５９に近い側（カセットＡの上
側）から順に、束（３）、束（２）、束（１）という３つの束Ｔが収納されていたとする
。この場合において、入替処理が開始されると、束（３）、束（２）、束（１）が、この
順番でカセットＡから取り出されて、図１０Ｂに示すように、空のカセットＢのステージ
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６４上に、ステージ６４側からこの順番で積層され、これにより、入替処理が完了する。
その結果、カセットＡからカセットＢに入れ替えられた３つの束Ｔは、入替処理が開始さ
れる前とは逆に、出入口５９に近い側から束（１）、束（２）、束（３）の順でカセット
Ｂ内に収納されている。これにより、今までカセットＡにおいて出入口５９から最も遠い
奥側に配置されていた束（１）が、カセットＢにおいて出入口５９から最も近い位置に配
置転換される。ここでの入替処理として、制御部８０は、ステージ６４および第２搬送機
構４４を駆動させることによって（カセットシャッター６０や本体シャッター６１の開閉
等も含まれる）、カセットＡに収納された束Ｔを全て繰り出して、繰り出した順に他の空
のカセットＢに収納する。なお、この場合、テーブル８４（図７参照）では、カセットＡ
の在庫数が０（零）に書き換えられ、カセットＢの在庫数が、０になる前のカセットＡの
在庫数に書き換えられ、カセットＡおよびＢについてのパラメータは、全てクリアされる
。
【００７２】
　次に、図１１Ａ～図１１Ｄを参照して、第２の例に係る入替処理を説明する。ここでは
、入替処理をおこなうカセット４５（図１１ＡにおけるカセットＡ）以外に、同一金種の
束Ｔを収納したカセット４５（図１１ＡにおけるカセットＢ）が存在する場合を例に説明
する。そのため、前述したステップＳ１では、同一金種の束Ｔを収納するための２以上の
複数のカセット４５がセットされていることを確認する必要がある。
【００７３】
　図１１Ａに示すように、カセットＡ内において、出入口５９に近い側（カセットＡの上
側）から順に、束（３）、束（２）、束（１）という３つの束Ｔが収納されていて、カセ
ットＢ内において、出入口５９に近い側（カセットＢの上側）から順に、束（６）、束（
５）、束（４）という３つの束Ｔが収納されていたとする。この場合において、入替処理
が開始されると、束（６）、束（５）、束（４）が、この順番でカセットＢから取り出さ
れて、図１１Ｂに示すように、リフト４３上に、リフト４３側からこの順番で積層される
。次いで、束（３）、束（２）、束（１）が、この順番でカセットＡから取り出されて、
図１１Ｃに示すように、空になったカセットＢのステージ６４上に、ステージ６４側から
この順番で積層される。最後に、リフト４３上に積層されていた束（４）、束（５）、束
（６）が、この順番でリフト４３から取り出されて、図１１Ｄに示すように、空になった
カセットＡのステージ６４上に、ステージ６４側からこの順番で積層される。これにより
、入替処理が完了する。
【００７４】
　その結果、カセットＡからカセットＢに入れ替えられた３つの束Ｔは、入替処理が開始
される前（図１１Ａ参照）とは逆に、出入口５９に近い側から束（１）、束（２）、束（
３）の順でカセットＢ内に収納されている。これにより、今までカセットＡにおいて出入
口５９から最も遠い奥側に配置されていた束（１）が、カセットＢにおいて出入口５９か
ら最も近い位置に配置転換される。一方、カセットＢからカセットＡに入れ替えられた３
つの束Ｔは、入替処理が開始される前と同様に、出入口５９に近い側から束（６）、束（
５）、束（４）の順でカセットＡ内に収納されている。ここでの入替処理として、制御部
８０は、リフト４３、ステージ６４および第２搬送機構４４を駆動させることによって（
カセットシャッター６０や本体シャッター６１の開閉等も含まれる）、カセットＢを一旦
空にしてから、カセットＡに収納された束Ｔを全て繰り出して、繰り出した順に他の空の
カセットＢに収納する。なお、この場合、テーブル８４（図７参照）では、カセットＡの
在庫数が、カセットＢの元の（入替処理前の）在庫数に書き換えられ、カセットＢの在庫
数が、カセットＡの元の在庫数に書き換えられ、カセットＡおよびＢについてのパラメー
タは、全てクリアされる。
【００７５】
　以上のように、予め設定された条件を満たしたカセット４５に収納された束Ｔの収納順
序が入れ替えられる入替処理によって、そのカセット４５において元々奥側にあった（繰
り出される順番が後のほうの）束Ｔが、繰り出される順番が先のほうになるように、収納
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し直すことができる。また、古い束Ｔのみを先に繰り出すことができるように、収納し直
すことができる。これにより、カセット４５において奥側にあった束Ｔがずっと奥側に留
まってしまうようなことを抑制し、奥側にあった束Ｔを、その包装（束Ｔの場合は、帯封
）が傷んで破れる前に、早く外部に出金することができる。その結果、貨幣処理装置１で
は、装置内で束Ｔが個々の紙幣にばらけることを防止できる。特に、予め設定された条件
を満たしたカセット４５毎に、束Ｔの収納順序を入れ替えることができる。
【００７６】
　さらに、第１および第２の両方の例に係る入替処理によれば、カセット４５に収納され
た束Ｔを全て繰り出して、繰り出した順に他の空のカセット４５に収納することによって
、束Ｔの収納順序を素早く入れ替えることができる。また、第１および第２の例では、同
一金種の束Ｔを収納するカセット４５が２つ存在する場合を例に説明したが、これに限定
されるものではなく、カセット４５が金種別に設けられていてもよい。この場合には、メ
モリ部８１に記憶されている各カセット４５に割り当てられた金種情報を参照し、入替処
理が行われた金種の束Ｔを収納するカセット４５の（元々の）割り当て金種を、入替処理
後に収納されている束Ｔの金種となるように更新する。
【００７７】
　次に、ばら硬貨処理ユニット５および包装硬貨処理ユニット４について説明する。
　ばら硬貨処理ユニット５については、簡単に説明する。図１を参照して、ばら硬貨処理
ユニット５は、その上面のホッパー９０を介して外部から入金されたばら硬貨Ｂを受け入
れることができ、受け入れたばら硬貨Ｂを金種毎に振り分けて保管することができる。ま
た、ばら硬貨処理ユニット５は、受け入れたばかりのばら硬貨Ｂや、今まで保管していた
ばら硬貨Ｂを包装硬貨処理ユニット４に受け渡すことができる。
【００７８】
　図１２は、貨幣処理装置１における包装硬貨処理ユニット４の模式的な縦断面図である
。
　図１２を参照して、包装硬貨処理ユニット４は、その筐体１００内に、包装機構１０１
と、搬送機構１０２（入替手段、繰出手段、保留手段、収納手段）と、複数（ここでは、
６つ）のカセット１０３（収納部、繰出手段、収納手段、移動部材）と、払出部１０４と
、貯留部１０５とを含んでいる。ここで、図１２における左側が筐体１００の前側であり
、図１２における右側が筐体１００の後側である。
【００７９】
　包装機構１０１は、筐体１００内において下端寄りの領域に配置されている。ばら硬貨
処理ユニット５から搬送されてきたばら硬貨Ｂを受け取って、所定枚数毎にまとめて包装
紙で包装する。包装機構１０１として、公知の機構を用いることができる。包装紙で包装
されたばら硬貨Ｂのまとまりは、前述した包装硬貨Ｋとなる。
　搬送機構１０２は、筐体１００内において前寄りの領域に配置されている。搬送機構１
０２は、上下に間隔を隔てて配置された一対のローラ１０６と、これらのローラ１０６に
掛け回された無端状のベルト１０７（移動部材）とを含んでいる。上側のローラ１０６は
、筐体１００の上端近傍に配置されていて、下側のローラ１０６は、筐体１００の下端近
傍に配置されている。ベルト１０７は、図１２における時計回りおよび反時計回りの両方
に周回移動することができる。ベルト１０７の外周面には、複数の爪１０８が設けられて
いる。これらの爪１０８は、ベルト１０７の周方向（周回移動方向）において等間隔で配
置されていて、当該周方向における同じ向き（図１２における反時計回り）に向けてベル
ト１０７の外側へ延びている。ベルト１０７の後側領域で上下に並ぶ爪１０８は、後上側
（図１２における右上側）へ傾斜して延びている。ベルト１０７の前側領域で上下に並ぶ
爪１０８は、前下側（図１２における左下側）へ傾斜して延びている。ここで、ベルト１
０７が周回移動している際における各爪１０８の軌跡によって区画される縦長楕円環状の
領域を「ベルト移動領域１１２」ということにする。つまり、ベルト１０７の周回移動に
伴う各爪１０８の軌跡は、ベルト移動領域１１２と一致している。
【００８０】
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　カセット１０３は、筐体１００内において搬送機構１０２の後側の領域に配置されてい
る。カセット１０３は、前後方向に長手のトレイ形状をなしている。詳しくは、カセット
１０３は、前後方向に長手の底板１０９と、底板１０９の前端から湾曲しながら立ち上が
る前側湾曲部１１０と、底板１０９の後端から湾曲しながら立ち上がる後側湾曲部１１１
とを一体的に含んでいる。また、カセット１０３は、その左右方向（図１２における紙面
に垂直な方向）における側面を塞ぐ側板（図示せず）も含んでいる。
【００８１】
　複数のカセット１０３は、上下方向に並んで配置されていて、それぞれのカセット１０
３は、平行になっている。各カセット１０３は、後側湾曲部１１１が前側湾曲部１１０よ
りも高い位置に配置されるように、水平方向に対して後上側へ傾斜した状態で配置されて
いる。筐体１００内には、各カセット１０３を下から支持する支持部材１１３が設けられ
ている。なお、図１２では、カセット１０３が６つ図示されているが、たとえば、カセッ
ト１０３は、上下方向だけでなく、左右方向にも並んで配置されていてもよい。具体的に
は、左右に並んだ２つのカセット１０３の組が上下に６組並んでいてもよい。
【００８２】
　各カセット１０３は、筐体１００内において、支持部材１１３に支持されて傾斜した姿
勢を保ちつつ、傾斜方向に沿って前後にスライド可能である。図１２において実線で示さ
れた各カセット１０３の位置を「待機位置」ということにすると、各カセット１０３は、
待機位置から前側の「進出位置」まで前進し、進出位置から待機位置まで戻ることができ
る。待機位置にあるカセット１０３では、前側湾曲部１１０がベルト移動領域１１２から
後側へ外れていて、進出位置にあるカセット１０３では、前側湾曲部１１０がベルト移動
領域１１２内に入り込んでいる（上から２番目のカセット１０３において点線で示した前
側湾曲部１１０を参照）。筐体１００内に設けられた駆動機構（図示せず）が、各カセッ
ト１０３を個別にスライドさせる。
【００８３】
　各カセット１０３には、左右方向に長手となった姿勢の包装硬貨Ｋ（カセット１０３毎
に同一金種の包装硬貨Ｋ）が、カセット１０３の傾斜方向に沿って並んで収納される。カ
セット１０３内において、これらの包装硬貨Ｋは、自重によって、まとまった状態で前側
湾曲部１１０へ片寄っており、前側湾曲部１１０によって前下側からせき止められた状態
になっている。各カセット１０３は、包装硬貨Ｋを収納（支持）した状態で、待機位置と
進出位置との間でスライド可能である。
【００８４】
　図１３は、包装硬貨処理ユニット４における１つのカセット１０３の前端部およびその
周辺の模式的な斜視図である。
　図１３を参照して、カセット１０３についてさらに説明する。図１３では、カセット１
０３における前述した（カセット１０３の左右方向の側面を塞ぐ）側板１１４が図示され
ている。カセット１０３の前端部には、切欠き１１５が形成されている。切欠き１１５は
、たとえば、前側湾曲部１１０の上端縁から底板１０９の前端部までの領域に連続して設
けられていて、当該領域において、カセット１０３の幅方向（左右方向）における略中央
部分を切り欠いて（貫通して）いる。切欠き１１５は、カセット１０３内の包装硬貨Ｋが
切欠き１１５から脱落しない程度の大きさになっている。
【００８５】
　また、筐体１００内では、各カセット１０３の前端部の近傍（真下）に、ストッパ１１
６（入替手段、収納手段）が１つずつ設けられている（図１２も参照）。各ストッパ１１
６は、幅方向に延びるベース部１１７と、ベース部１１７の上端縁から上方へ突出する突
起１１８（ここでは、幅方向に間隔を隔てて２つ設けられている）とを一体的に備えてい
る。各ストッパ１１６は、下限位置と、上限位置との間で上下にスライドすることができ
る。待機状態のストッパ１１６は、下限位置にある（図１２の各ストッパ１１６は下限位
置にある）。筐体１００内に設けられた駆動機構（図示せず）が、各ストッパ１１６を個
別にスライドさせる。
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【００８６】
　下限位置にあるストッパ１１６は、カセット１０３が待機位置および進出位置のいずれ
にあっても、カセット１０３の前端部よりも低い位置ある（後述する図１５参照）。スト
ッパ１１６が上限位置にある場合、ストッパ１１６の突起１１８が、カセット１０３のス
ライド軌跡上に位置する。そのため、待機位置のカセット１０３が進出位置までスライド
すると、上限位置のストッパ１１６の突起１１８が、前側からカセット１０３の切欠き１
１５内に進入する（後述する図１４（ｂ）および（ｃ）参照）。この状態でカセット１０
３が待機位置まで戻ると、上限位置のストッパ１１６の突起１１８は、カセット１０３の
切欠き１１５から外れる。また、カセット１０３が進出位置にある状態で、ストッパ１１
６が下限位置から上限位置までスライドすると、上限位置のストッパ１１６の突起１１８
が、下側からカセット１０３の切欠き１１５内に進入する。この状態でストッパ１１６が
下限位置まで戻ると、ストッパ１１６の突起１１８は、カセット１０３の切欠き１１５か
ら外れる（後述する図１４（ｄ）および（ｅ）参照）。
【００８７】
　図１２を参照して、払出部１０４は、上面が開放されたボックス状であって、筐体１０
０内において、搬送機構１０２よりも前側の領域の上端部に配置されている。筐体１００
の前面上端部には、シャッター１１９によって開閉される出金口１２０が形成されていて
、出金口１２０は、払出部１０４の内部に対して上から連通している。払出部１０４は、
前述したベルト移動領域１１２に対して前側から臨んでいる。払出部１０４においてベル
ト移動領域１１２に臨む部分には、レバー１２１が設けられている。レバー１２１は、上
下に延びる板状または棒状であって、下端部の支点１２２を中心として回動可能である。
レバー１２１は、ベルト移動領域１１２から外れて上下に延びる待機姿勢（実線部分）と
、ベルト移動領域１１２内へはみ出すように傾斜する傾斜姿勢（点線部分）との間で回動
可能である。
【００８８】
　貯留部１０５は、上面が開放されたボックス状であって、筐体１００内において、払出
部１０４の下方に配置されている。貯留部１０５は、前述したベルト移動領域１１２に対
して前側から臨んでいる。貯留部１０５においてベルト移動領域１１２に臨む部分には、
レバー１２３が設けられている。レバー１２３は、上下に延びる板状または棒状であって
、下端部の支点１２４を中心として回動可能である。レバー１２３は、ベルト移動領域１
１２から外れて上下に延びる待機姿勢（実線部分）と、ベルト移動領域１１２内へはみ出
すように傾斜する傾斜姿勢（点線部分）との間で回動可能である。
【００８９】
　筐体１００の前面の下部（出金口１２０より低い位置）には、投出口１２５が形成され
ている。筐体１００内には、ベルト移動領域１１２の前側下部から前下側へ傾斜して延び
る投出ダクト１２６が接続されている。投出ダクト１２６においてベルト移動領域１１２
に接続された部分には、レバー１２７が設けられている。レバー１２７は、上下に延びる
板状または棒状であって、下端部の支点１２８を中心として回動可能である。レバー１２
７は、ベルト移動領域１１２から外れて上下に延びる待機姿勢（実線部分）と、ベルト移
動領域１１２内へはみ出すように傾斜する傾斜姿勢（点線部分）との間で回動可能である
。待機姿勢のレバー１２７は、投出ダクト１２６においてベルト移動領域１１２に接続さ
れた部分を塞いでいる。
【００９０】
　また、筐体１００内には、包装機構１０１とベルト移動領域１１２とをつなぐ中継ダク
ト１２９が設けられている。中継ダクト１２９は、包装機構１０１から下向きに延びてか
ら湾曲しながら前側へ水平に延びて、ベルト移動領域１１２につながっている。中継ダク
ト１２９においてベルト移動領域１１２に接続された部分には、レバー１３０が設けられ
ている。レバー１３０は、上下に延びる板状または棒状であって、上端部の支点１３１を
中心として回動可能である。レバー１３０は、上下に延びて中継ダクト１２９（ベルト移
動領域１１２に接続された部分）を塞ぐ待機姿勢（実線部分）と、水平に延びて中継ダク
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ト１２９を開放してベルト移動領域１１２に連通させる水平姿勢（点線部分）との間で回
動可能である。
【００９１】
　また、包装硬貨処理ユニット４は、マイクロコンピュータ等で構成された制御部１４０
（判断手段、入替手段、受信手段）を備えている。制御部１４０は、包装硬貨処理ユニッ
ト４の動作を制御する。特に、制御部１４０は、包装機構１０１によるばら硬貨Ｂの包装
動作や、搬送機構１０２におけるベルト１０７の周回移動や、カセット１０３のスライド
や、ストッパ１１６のスライドや、レバー１２１，１２３，１２７，１３０の回動を制御
する。
【００９２】
　次に、包装硬貨処理ユニット４内における包装硬貨Ｋの動きについて説明する。
　図１４（ａ）～（ｆ）は、包装硬貨処理ユニット４においてカセット１０３に包装硬貨
Ｋを収納する手順を説明するための模式図である。図１５（ａ）～（ｃ）は、包装硬貨処
理ユニット４においてカセット１０３から包装硬貨Ｋを繰り出す手順を説明するための模
式図である。
【００９３】
　以下では、図１２とともに、図１４および図１５も参照しながら説明する。
　前述したように包装機構１０１で形成された包装硬貨Ｋは、中継ダクト１２９内を通っ
てベルト移動領域１１２側へ向かう。このとき、レバー１３０が水平姿勢になっていると
ともに、搬送機構１０２のベルト１０７が図１２における反時計回りへの周回移動を開始
している。中継ダクト１２９内を通過し終えた包装硬貨Ｋは、ベルト移動領域１１２内に
進入し、その際に包装硬貨Ｋのちょうど真下に位置していた爪１０８に受け止められる。
この包装硬貨Ｋは、爪１０８に下から受け止められた状態で、ベルト１０７の周回移動に
伴って上昇する。
【００９４】
　この包装硬貨Ｋがいずれかのカセット１０３に収納される場合には、収納先のカセット
１０３の前側湾曲部１１０よりも高い位置まで当該包装硬貨Ｋが上昇したときに、ベルト
１０７の周回移動が一時停止する。そのときの状態が、図１４（ａ）に示されている。
　図１４（ａ）の状態では、収納先のカセット１０３は待機位置にあって、このカセット
１０３に対応するストッパ１１６は下限位置にある。次いで、図１４（ｂ）に示すように
ストッパ１１６が上限位置までスライドし、この状態で、図１４（ｃ）に示すようにカセ
ット１０３が進出位置まで前進する。すると、このカセット１０３内に既に収納されてい
た包装硬貨Ｋのうち先頭（最も前側）の包装硬貨Ｋが、カセット１０３の切欠き１１５に
進入してきたストッパ１１６の突起１１８（図１３参照）によって後側へ押される。これ
により、このカセット１０３内に既に収納されていた包装硬貨Ｋ全体が後側へずれ、カセ
ット１０３内の前端には、包装硬貨Ｋをちょうど１本収納できる収納スペース１３２が形
成される。収納スペース１３２は、爪１０８に受け止められた状態にある包装硬貨Ｋの真
下に位置している。
【００９５】
　その後、ベルト１０７が今までとは逆向きに周回移動し、先ほどから爪１０８に受け止
められた状態にある包装硬貨Ｋが、下降して、図１４（ｄ）に示すように、前記収納スペ
ース１３２に上から収納される。爪１０８は、カセット１０３の切欠き１１５（図１３参
照）を介して下へ抜けるようになっている。そして、包装硬貨Ｋが収納スペース１３２に
収納されたことに応じて、ベルト１０７の周回移動が停止する。その後、図１４（ｅ）に
示すようにストッパ１１６が下限位置に戻ると、今まで後側へずらされていた包装硬貨Ｋ
全体が、新しく収納された先頭の包装硬貨Ｋに寄りかかる。そして、このカセット１０３
が、図１４（ｆ）に示すように待機位置に戻ると、カセット１０３への包装硬貨Ｋの収納
処理が完了する。
【００９６】
　また、カセット１０３から包装硬貨Ｋを取り出す場合には、図１５（ａ）に示すように
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、まず、該当するカセット１０３が待機位置から進出位置まで進出する。すると、搬送機
構１０２のベルト１０７が図１５における反時計回りへの周回移動を開始する。これによ
り、このカセット１０３の前側湾曲部１１０の真下にある爪１０８が上昇する。この爪１
０８は、ベルト１０７の周回移動に伴って、図１５（ｂ）に示すように、進出位置のカセ
ット１０３の切欠き１１５（図１３参照）に下から進入し、このカセット１０３内の先頭
の包装硬貨Ｋを引っ掛けて上昇させる。これにより、当該カセット１０３から包装硬貨Ｋ
が１本取り出される。同様の手順で、後続の爪１０８が切欠き１１５内に進入することに
よって、カセット１０３から包装硬貨Ｋを先頭側から１本ずつ繰り出すことができる。カ
セット１０３内では、包装硬貨Ｋが先頭から１本ずつ繰り出されるのに応じて、残りの包
装硬貨Ｋが前側へずれる。そして、このカセット１０３が、図１５（ｃ）に示すように待
機位置に戻ると、カセット１０３から包装硬貨Ｋを取り出す処理（取出処理）が完了する
。なお、カセット１０３から包装硬貨Ｋを取り出す場合には、ストッパ１１６は常に下限
位置にある。
【００９７】
　このように、各カセット１０３では、包装硬貨Ｋの収納および繰出（取出）が、搬送機
構１０２側（前側湾曲部１１０側）において同一方向から行われる（図１４および図１５
参照）。
　そして、いずれかの爪１０８に包装硬貨Ｋ（カセット１０３から取り出された包装硬貨
Ｋや包装機構１０１から受け渡されたばかりの包装硬貨Ｋ）が引っ掛かった状態において
、当該包装硬貨Ｋをカセット１０３に収納する以外の処理を行うことができる。
【００９８】
　たとえば、ベルト１０７が、図１２における反時計回りに周回移動して、爪１０８に引
っ掛かった包装硬貨Ｋが払出部１０４の手前まで来たときに、払出部１０４のレバー１２
１が待機姿勢（実線部分）から傾斜姿勢（点線部分）になって、この包装硬貨Ｋを受け取
る。そして、レバー１２１は、待機姿勢に戻ることによって、この包装硬貨Ｋを払出部１
０４内に収納する。その後、シャッター１１９が開いて出金口１２０が開放され、係員が
払出部１０４内に包装硬貨Ｋを取り出すと、包装硬貨Ｋが機外に出金されたことになる。
【００９９】
　また、ベルト１０７が、図１２における反時計回りに周回移動して、爪１０８に引っ掛
かった包装硬貨Ｋが貯留部１０５の手前まで来たときに、貯留部１０５のレバー１２３が
待機姿勢（実線部分）から傾斜姿勢（点線部分）になって、この包装硬貨Ｋを受け取る。
そして、レバー１２３は、待機姿勢に戻ることによって、この包装硬貨Ｋを貯留部１０５
内に収納する。たとえば、収納先のカセット１０３が満杯の場合に、貯留部１０５が臨時
の収納先として、包装硬貨Ｋを受け入れることができる。
【０１００】
　また、ベルト１０７が、図１２における反時計回りに周回移動して、爪１０８に引っ掛
かった包装硬貨Ｋが投出ダクト１２６の手前まで来たときに、投出ダクト１２６のレバー
１２７が待機姿勢（実線部分）から傾斜姿勢（点線部分）になって、この包装硬貨Ｋを受
け取る。そして、レバー１２７は、待機姿勢に戻ることによって、この包装硬貨Ｋを投出
ダクト１２６内に取り込む。これにより、取り込まれた包装硬貨Ｋは、投出ダクト１２６
内を滑り落ちて、投出口１２５から機外に投出され、係員に回収される。
【０１０１】
　このような包装硬貨処理ユニット４においても、包装紙幣処理ユニット３と同様に、前
述した精査処理や入替処理を行われる。包装硬貨処理ユニット４での入替処理に関し、入
替処理を開始するタイミングは、予め定められている。たとえば、各カセット１０３につ
いての精査回数、カセット１０３のスライド回数、搬送機構１０２のベルト１０７の周回
移動の総距離および包装硬貨Ｋの総収納数のそれぞれを、「パラメータ」と呼び、包装硬
貨処理ユニット４のメモリ部（図示せず）において記憶している。そして、少なくともい
ずれかのパラメータが（パラメータ毎に定められた）閾値を超えたときが、入替処理を開
始するタイミングである。包装硬貨処理ユニット４の制御部１４０も、包装紙幣処理ユニ
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ット３の制御部８０と同様に、図９の処理を実施する。そのため、包装硬貨処理ユニット
４では、入替処理に関しては、包装紙幣処理ユニット３と同様の効果（包装硬貨Ｋが個々
の貨幣にばらけることの防止等）を得ることができる。なお、包装紙幣処理ユニット３の
場合と同様に、カセット１０３が空になると、そのカセット１０３についての全パラメー
タは、クリアされる。
【０１０２】
　図１６Ａおよび図１６Ｂは、包装硬貨処理ユニット４における第１の例に係る入替処理
を説明するための模式図である。
　包装硬貨処理ユニット４において、包装硬貨Ｋが収納されたカセット１０３と、空のカ
セット１０３とが存在しているとする。たとえば、図１６Ａでは、上から１番目、３番目
および５番目のカセット１０３には包装硬貨Ｋが８本ずつ収納されていて、残りの（上か
ら２番目、４番目および６番目の）カセットは空であるとする。当該１番目のカセット１
０３には、搬送機構１０２から遠い順に、包装硬貨Ｋ（１）、（２）、（３）、（４）、
（５）、（６）、（７）、（８）が並んで収納されている。当該３番目のカセット１０３
には、搬送機構１０２から遠い順に、包装硬貨Ｋ（９）、（１０）、（１１）、（１２）
、（１３）、（１４）、（１５）、（１６）が並んで収納されている。当該５番目のカセ
ット１０３には、搬送機構１０２から遠い順に、包装硬貨Ｋ（１７）、（１８）、（１９
）、（２０）、（２１）、（２２）、（２３）、（２４）が並んで収納されている。なお
、ここで包装硬貨Ｋの語尾に続く括弧内の数字は、図１６Ａおよび図１６Ｂに図示された
各包装硬貨Ｋに付された数字と一致している。
【０１０３】
　当該１番目のカセット１０３についての入替処理が開始されると、当該１番目のカセッ
ト１０３の全ての包装硬貨Ｋは、搬送機構１０２に近いものから順に、このカセット１０
３から取り出され、取り出された順番で、別の空のカセット１０３（ここでは、上から２
番目のカセット１０３）に収納される。同様に、当該３番目のカセット１０３についての
入替処理が開始されると、当該３番目のカセット１０３の全ての包装硬貨Ｋは、搬送機構
１０２に近いものから順に、このカセット１０３から取り出され、取り出された順番で、
別の空のカセット１０３（ここでは、上から４番目のカセット１０３）に収納される。同
様に、当該５番目のカセット１０３についての入替処理が開始されると、当該５番目のカ
セット１０３の全ての包装硬貨Ｋは、搬送機構１０２に近いものから順に、このカセット
１０３から取り出され、取り出された順番で、別の空のカセット１０３（ここでは、上か
ら６番目のカセット１０３）に収納される。当該１番目、３番目および５番目のカセット
１０３全てについて入替処理が終わった直後の状態が、図１６Ｂに示されている。
【０１０４】
　入替処理前に、カセット１０３内で搬送機構１０２から離れた奥側にあった包装硬貨Ｋ
（包装硬貨Ｋ（１）、（２）、（９）、（１０）、（１７）、（１８）等）は、入替処理
後には、収納先のカセット１０３内で搬送機構１０２に近い側に配置転換される。逆に、
入替処理前に、カセット１０３内で搬送機構１０２に近い側にあった包装硬貨Ｋ（包装硬
貨（７）、（８）、（１５）、（１６）、（２３）、（２４）等）は、入替処理後には、
収納先のカセット１０３内で搬送機構１０２から遠い奥側に配置転換される。ここでの入
替処理として、制御部１４０は、カセット１０３およびストッパ１１６をスライドさせる
駆動機構や、搬送機構１０２を前述したように駆動させることによって、カセット１０３
に収納された包装硬貨Ｋを全て繰り出して、繰り出した順に他の空のカセット１０３に収
納する。これによって、包装硬貨Ｋの収納順序を素早く入れ替えることができる。
【０１０５】
　図１７Ａ～図１７Ｄは、包装硬貨処理ユニット４における第２の例に係る入替処理を説
明するための模式図である。
　また、搬送機構１０２を利用した別の入替処理もありえる。具体的には、図１７Ａを参
照して、搬送機構１０２から遠い順に、包装硬貨Ｋ（１）、（２）、（３）が並んで収納
されているカセット１０３内の包装硬貨Ｋを、搬送機構１０２に近いものから順に、ベル
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ト１０７の爪１０８へと受け渡す。このとき、ベルト１０７は、図１７Ａにおける時計回
りに周回移動する。そのため、このカセット１０３内の包装硬貨Ｋが全て取り出されると
、取り出された包装硬貨Ｋは、図１７Ｂに示すように、ベルト１０７の周回移動方向に沿
って、当該カセット１０３から近い順に、包装硬貨Ｋ（１）、（２）、（３）で並んで配
置される。この後、ベルト１０７を、図１７Ｂにおける反時計回りに周回移動させ、図１
７Ｃに示すように、包装硬貨Ｋ（３）が当該カセット１０３を通過すると、ベルト１０７
の周回移動が停止する。この状態では、包装硬貨Ｋは、ベルト１０７の周回移動方向に沿
って、当該カセット１０３から近い順に、包装硬貨Ｋ（３）、（２）、（１）で並んで配
置される。その後、これらの包装硬貨Ｋを、当該カセット１０３から近い順に、つまり、
包装硬貨Ｋ（３）、（２）、（１）の順に元のカセット１０３に収納し直す。これにより
、入替処理が完了し、当該カセット１０３には、入替処理前での順番（図１７Ａ参照）と
は逆の順番で（図１７Ｄ参照）で包装硬貨Ｋが収納される。
【０１０６】
　ここでの入替処理として、制御部１４０は、カセット１０３およびストッパ１１６をス
ライドさせる駆動機構や、搬送機構１０２を前述したように駆動させる。これによって、
制御部１４０は、カセット１０３に収納された包装硬貨Ｋを全て繰り出し、繰り出された
包装硬貨Ｋを搬送機構１０２の爪１０８で一時保留し、一時保留された包装硬貨Ｋを、先
ほど繰り出された順に元のカセット１０３に収納する。
【０１０７】
　この場合、カセット１０３に収納された包装硬貨Ｋを繰り出して搬送機構１０２に一時
保留してから、繰り出した順に元のカセット１０３に収納するので、繰り出した包装硬貨
Ｋを受け入れる空のカセット１０３がなくても、包装硬貨Ｋの収納順序を入れ替えること
ができる。
　この発明は、以上の実施形態の内容に限定されるものではなく、請求項記載の範囲内に
おいて種々の変更が可能である。
【０１０８】
　たとえば、前述した入替処理を開始するタイミングに関するパラメータとして、各カセ
ット４５（カセット１０３）において、直近で在庫数が０（零）を超えた時から現在まで
に実施された束Ｔ（包装硬貨Ｋ）の収納処理および取出処理のいずれかの回数またはこれ
らの処理の合計回数を採用してもよい。また、束Ｔの帯封や包装硬貨Ｋの包装に識別タグ
（ＲＦＩＤタグ等）を取り付けて識別すること等によって各束Ｔのカセット４５内での滞
在時間（各包装硬貨Ｋのカセット１０３内での滞在時間）を把握できる場合には、当該滞
在時間を前記パラメータとして採用してもよい。滞在時間が所定の閾値を超えた束Ｔや包
装硬貨Ｋが存在する場合には、その束Ｔや包装硬貨Ｋのみの繰り出される順番が先の方に
なるような入替処理を実施したり、その束Ｔを収納したカセット４５や、その包装硬貨Ｋ
を収納したカセット１０３で入替処理を実施したりする。なお、前記パラメータが閾値を
超えたときには、該当するカセット４５，１０３だけでなく、装置内の全てのカセット４
５，１０３について入替処理が実行されてもよい。
【０１０９】
　また、入替処理を開始するタイミングは、前述したパラメータが閾値を超えたタイミン
グでなく、係員が入替処理を開始させるために操作部６（図１参照）を操作したときのタ
イミングであってもよいし、係員の持つ携帯端末から送信された入替処理を指示する信号
を受信したタイミングであってもよい。これにより、任意のタイミングで入替処理を開始
することができる。
【０１１０】
　また、包装紙幣処理ユニット３の制御部８０や包装硬貨処理ユニット４の制御部１４０
には、前述した操作部６および表示部７（図１参照）が電気的に接続されていてもよい。
その場合、前述したパラメータが閾値を超えたことに応じて（前述したステップＳ３でＹ
ＥＳ）、入替処理を行うか否かという旨のメッセージが表示部７に表示される。つまり、
表示部７は、この旨を報知する。なお、この旨が音声となって報知されてもよい。この報
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う必要があることを知ることができる。メッセージが表示部７に表示される場合、係員は
、入替処理を行うか否か（入替処理を行うか否かを指示する信号）を、操作部６（図１参
照）または係員が保有する携帯端末の操作によって包装紙幣処理ユニット３や包装硬貨処
理ユニット４に入力する。制御部８０や制御部１４０は、（係員の操作部６の操作による
）入替処理を指示する信号（入力信号）を受信すると、包装紙幣処理ユニット３や包装硬
貨処理ユニット４において入替処理を実行してもよい。
【０１１１】
　この場合、束Ｔや包装硬貨Ｋの収納順序の入れ替えを任意のタイミングで開始すること
ができる。これにより、入出金等を行いたい（貨幣処理装置１を利用したい）タイミング
において、入替処理が不意に開始されてしまうことによって貨幣処理装置１を利用できな
くなるという不具合を防止できる。
　また、上述では、収納部（カセット４５やカセット１０３）毎に入替処理の要否を判断
する場合を例に説明したが、これに限定されるものではなく、貨幣処理装置１や包装紙幣
処理ユニット３や包装硬貨処理ユニット４の各収納部の精査回数の和であったり、ステー
ジ等の動作回数の和であったり、ステージ等の総移動距離の和でもって入替処理の要否を
判断するようにしてもよい。
【０１１２】
　また、貨幣処理装置１では、ばら紙幣処理ユニット２および包装紙幣処理ユニット３と
、包装硬貨処理ユニット４およびばら硬貨処理ユニット５とが揃っている（図１参照）。
しかし、本発明は、ばら紙幣処理ユニット２および包装紙幣処理ユニット３だけで構成さ
れた貨幣処理装置１や、包装硬貨処理ユニット４およびばら硬貨処理ユニット５だけで構
成された貨幣処理装置１や、包装紙幣処理ユニット３または包装硬貨処理ユニット４だけ
で構成された貨幣処理装置１にも適用可能である。
【０１１３】
　また、この発明は、出納機等以外に、包装貨幣の入出金処理を行う両替機やＡＴＭ等に
も適用できる。
【符号の説明】
【０１１４】
　１　貨幣処理装置
　７　表示部
　４３　リフト
　４４　第２搬送機構
　４５　カセット
　６０　カセットシャッター
　６１　本体シャッター
　６４　ステージ
　８０　制御部
　１０２　搬送機構
　１０３　カセット
　１０７　ベルト
　１１６　ストッパ
　１４０　制御部
　Ｋ　包装硬貨
　Ｔ　包装紙幣（束）
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